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県
の
指
定
を
受
け
て
い
る
福
祉
用
具

販
売
事
業
者
か
ら
、
①
腰
掛
便
座
②
特

殊
尿
器
③
入
浴
補
助
用
具
④
移
動
用
リ

フ
ト
の
つ
り
具
部
分
⑤
簡
易
浴
槽
を
購

入
し
た
場
合
、
年
十
万
円
を
限
度
に
、

購
入
費
の
九
割
を
支
給
し
ま
す

対
象
…
要
介
護
認
定
を
受
け
て
在
宅
で

生
活
し
て
い
る
か
た

申
請
…
購
入
し
た
用
具
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
と
領
収
書
を
添
付
し
、
指
定
の
申
請

書
に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い

①
紙
お
む
つ
②
尿
取
り
パ
ッ
ド
③
清

拭
剤
④
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー
⑤
使
い
捨

て
手
袋
を
月
五
千
円
分
ま
で
現
物
支
給

し
ま
す

対
象
…
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
要
介
護

四
か
五
の
高
齢
者
を
自
宅
で
介
護
し
て

い
る
ご
家
族

申
請
…
支
給
を
希
望
す
る
月
の
前
月
七

日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

申請窓口

▼
介
護
保
険
課

▼
河
辺
・
雄
和
市
民
セ
ン

タ
ー
福
祉
保
健
班

※施設サービスの利用者数は、１か月あたりの平均入所者数です

福
祉
用
具
の
購
入
費
を
支
給

介
護
用
品
を
支
給

主な介護サービスの利用件数(平成17年度秋田市)

介護サービスに使われたお金

グラフ１

総事業費に占める割合

グラフ２

デイサービスの利用も増えています

事
業
費
の
半
分
以
上
が
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に

昨
年
の
十
一
月
末
現
在
、
秋
田
市
の
要
介
護
認
定
者
数
は
一
万
三

千
五
百
九
十
一
人
。
秋
田
市
の
高
齢
者
人
口(

六
十
五
歳
以
上)

約
七
万

人
の
ほ
ぼ
五
人
に
一
人
が
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

介
護
を
必
要
と
す
る
か
た
が
増
え
続
け
る
中
、
こ
の
と
こ
ろ
在
宅

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
増
え
て
い
ま
す
。

高齢者を支える
介護保険

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
た
お
金
は
、
こ
れ
ま
で
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス

よ
り
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
割
合
が
大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、
平
成
十
七
年

度
は
、
初
め
て
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
上
回
り
ま
し
た

(

グ
ラ
フ
１
・
２
参
照)

。
こ
れ
は
、
平
成
十
七
年
十
月
の
制
度
改
正
で
、

在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
と
負
担
を
公
平
に
す
る
た

め
、
施
設
の
居
住
費
や
食
費
を
保
険
給
付
の
対
象
外
と
し
た
こ
と
や
、

在
宅
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所

が
急
増
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
主
な
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

大
き
く
の
び
て
い
ま
す



過
去
一
年
間
に
、
通
算
一
週
間
以
内

の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
を
除
き
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
な
か
っ
た
場
合

(

医
療
機
関
に
三
か
月
以
上
の
入
院
が

あ
る
場
合
、
そ
の
期
間
を
除
く)

、
年

間
十
万
円
の
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す

対
象
…
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
要
介

護
四
か
五
の
高
齢
者
を
自
宅
で
介
護

し
て
い
る
ご
家
族

申
請
…
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
な

か
っ
た
一
年
が
経
過
し
た
後
、
三
か
月

以
内
に
申
請
が
必
要
で
す

現
在
住
ん
で
い
る(

住
民
票
の
あ
る)

住
宅
に
、
①
手
す
り
の
取
り
付
け
②

段
差
の
解
消
③
滑
り
の
防
止
・
移
動

の
円
滑
化
な
ど
の
た
め
の
床
ま
た
は

通
路
面
の
材
料
の
変
更
④
引
き
戸
な

ど
へ
の
扉
の
取
り
替
え
⑤
洋
式
便
器

な
ど
へ
の
便
器
の
取
り
替
え
の
工
事

を
行
っ
た
場
合
、
改
修
費
の
九
割
を

支
給(

上
限
十
八
万
円)

し
ま
す

対
象
…
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
か
た

申
請
…
必
ず
工
事
前
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

ま
た
は
介
護
保
険
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

介
護
保
険
は
、
四
十
歳
以
上
の
市
民
全

員
で
保
険
料
を
負
担
し
合
い
、
介
護
を
必

要
と
し
て
い
る
か
た
は
も
ち
ろ
ん
、
今
は

介
護
の
必
要
が
な
く
て
も
、
将
来
介
護
が

必
要
と
な
っ
た
時
に
い
つ
で
も
安
心
し
て

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
つ
く
ら

れ
た
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
は
、
半

分
を
国
・
県
・
市
の
公
費(

税
金)

で
負
担
、

残
り
半
分
を
第
一
号
被
保
険
者(

六
十
五
歳

以
上)

と
第
二
号
被
保
険
者(

四
十
〜
六
十

四
歳)

か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
保
険

料
で
負
担
し
て
い
ま
す(

グ
ラ
フ
３
参
照)

。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
か
た

の
大
部
分
を
占
め
る
第
一
号
被
保
険
者
の

保
険
料
は
、
総
事
業
費
の
約
一
八
㌫
ほ
ど

で
す
か
ら
、
公
費
と
第
二
号
被
保
険
者
の

保
険
料
が
、
介
護
保
険
を
運
営
し
て
い
く

大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
二
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
医
療

保
険
と
一
緒
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

い
っ
た
ん
国
の
機
関
に
集
め
ら
れ
、
そ
こ

か
ら
市
に
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
、
自
分
の
事

業
所
で
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
情
報

を
公
表
す
る
制
度
が
、
去
年
の
四
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
が
、

提
供
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
、
職
員
体
制
、
運

営
方
針
・
特
色
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
、

利
用
者
の
人
数
、
調
査
員
に
よ
る
事
実
確

認
情
報
な
ど
を
公
表
し
て
い
る
も
の
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
い
つ
で
も

自
由
に
情
報
を
入
手
で
き
ま
す
。

市
内
に
あ
る
各
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

の
比
較
が
で
き
ま
す
の
で
、
事
業
者
を
選

択
す
る
時
の
一
助
に
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
は
、
県
が
指

定
し
た
指
定
情
報
公
表
セ
ン
タ
ー
「(

財)

秋
田
県
長
寿
社
会
振
興
財
団
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://kaigo-service.pref.akita.jp/

kaigosip/T
op.do

詳
細
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

秋
田
県
長
寿
社
会
課tel(

８
６
０)

１
３
６

６
、
ま
た
は
、
指
定
情
報
公
表
セ
ン
タ
ー

tel(

８
２
９)

３
７
７
７
へ
ど
う
ぞ
。

グラフ３

介護サービス事業費の負担割合

手すりを取り付け、
段差を解消したトイレ

介
護
慰
労
金
を
支
給

住
宅
改
修
費
を
支
給

広報あきた １月16日号05

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

の
情
報
を
公
表

40
〜
64
歳
の
保
険
料
も

大
き
な
支
え
に

デイサービスセンターに地域のボランティア


